
授業種類 履修区分 履修時期

授業時間 担当教員

1 プロ活動にて使用可能なレベルの営業用ポートフォリオを作成できる。
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講義 必修 通年

60単位時間 浜田正則

令和５年度　シラバス兼授業計画書

学科名 文化芸術学科 科目名 プレゼンテーション

授業計画

前期 後期

カイ゙タン゙ス

授
業
内
容

《授業概要》

将来、漫画家やイラストレーターをめざす学生のために、自分の作品を出版社やクライアント先へ持ち込み、売りむた
めのプレゼンテーションを実践できる能力を養う。ポートフォリオを制作することに加えて、それらを発表する際のパ
フォーマンスの指南も行う。

《学習の到達目標》

仕事を勝ち取れるようなトークスキルを習得する。

ポートフォリオに挿入する作品制作③

発表力の育成・読み合わせ② ポートフォリオに挿入する作品制作⑤

発表力の育成・読み合わせ③ ポートフォリオに挿入する作品制作⑥

発表力の育成・読み合わせ① ポートフォリオに挿入する作品制作④

発表力の育成・読み合わせ④ ポートフォリオに挿入する作品制作⑦

発表力の育成・読み合わせ⑤ ポートフォリオに挿入する作品制作⑧

発表力の育成・読み合わせ⑥ ポートフォリオに挿入する作品制作⑨

発表力の育成・読み合わせ⑦ ポートフォリオに挿入する作品制作⑩

発表力の育成・読み合わせ⑧ プレゼンテーション実技実践①

発表力の育成・読み合わせ⑨ プレゼンテーション実技実践②

いろいろな発表の手段紹介 プレゼンテーション実技実践③

ネットを使ったプレゼンテーション プレゼンテーション実技実践④

ポートフォリオについて プレゼンテーション実技実践⑤

ポートフォリオに挿入する作品制作① プレゼンテーション実技実践⑥

成績評価
授業内の取り組み姿勢（50％）課題の提出（10 ％）課題のクオリティ（40 ％）で評価をする。学習目標の到達度
90点以上でS、80点以上でA、70点以上でB、60点以上でC、60点未満を不合格F評価とする。

履修上の
留意点

持ち運び型のPC。パワーポイントがインストールされていること。

ポートフォリオに挿入する作品制作② プレゼンテーション実技実践⑦

前期試験 後期試験

教科書　　　
参考書

授業の特質上、なし。毎回講義にてプリントデータを更新して配布いたします。


